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・2月27日15:34頃、チリ中部沿岸で地震発生
・2月28日 9:33、大津波警報発表（青森県、岩手県、宮城県）
・主な津波到達高さ（最大波）
久慈港（岩手県）、須崎港（高知県） 1.2m
仙台塩釜港（宮城県）、志布志港（鹿児島県） 1.1m
※津波の痕跡等からの推定値では、陸前高田市両替漁港（岩手県）で1.9m等

・大津波警報は2月28日19:01に津波警報に切替え
・津波警報・津波注意報は、3月1日10:15までにすべて解除

（１）被害状況
・住家被害
床上浸水： 6棟（宮城県気仙沼市2、塩竃市1、女川町1、南三陸町2）
床下浸水：51棟（宮城県気仙沼市36、女川町5 、南三陸町2、静岡県下田市8）

・水産関係被害
養殖施設：16,506台・416柵（岩手県、宮城県、三重県、徳島県、高知県）
その他、水産物、水産業共同利用施設、漁具、漁船等に被害が発生

（２）住民避難状況
・避難指示・勧告対象：189市町村、673,708世帯、1,685,750人

（３）交通機関の対応状況
・道路・鉄道：3月1日 5:05までに、全路線通行止解除及び始発より運転再開

（１）内閣府（防災）の体制
・気象庁の津波情報を受け、情報連絡室を設置 （2月27日19:00）
・緊急参集チーム招集を受け、情報対策室へ改組 （2月28日 8:30）
・大津波警報発表を受け、災害対策室へ改組 （2月28日 9:33）
（２）政府の主な対応
・官邸に情報連絡室を設置 （2月27日19:00）
・緊急参集チーム招集に伴い、官邸対策室へ改組 （2 月28日 8:30）
・大津波警報から津波警報への切替えに伴い、官邸連絡室へ改組 （2月28日19:10）

（平成22年4月12日14:30現在）
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